
平成30年度モデル企業による働くパパ・ママ支援実践事業 

「誰か」ではなく「自分」から 

みんなで実践！ 
両立しやすい職場づくり 
子どもたちが親の職場を見学する「子どもお仕事参観日」。 
働くパパ・ママに触れる機会は、親子の絆を深め、 
新たなコミュニケーションを生み出すとともに、 
職場と家族の交流により、仕事と育児・家庭の両立支援の意識醸成につながります。 

株式会社くまがい印刷（秋田市） 
業種／製造業 従業員数／１６名 
 
(株)くまがい印刷は、各種印刷物やホームページ
作成のほか、会議等の反訳、うちわ作成、ドロー
ン機体の販売等多岐にわたる事業を手がけ、創業
65周年を迎えています。 
 
参観日の参加者：小学生３名、中学生１名 

当日のスケジュール 

11:00 集合・自己紹介 

業務概要説明 

11:05 社内見学 

11:30 お仕事体験 

オリジナル名刺作成 

12:10 メッセージ記入 

 
 
 
 
 
 
 
 

まずは自己紹介から 
春休み中の子どもたちが、お母さん、お父さ
んやおじいさんの職場にやってきました。３
月という多忙なシーズンでしたが、子どもた
ちを温かく迎えてくれた従業員さんへ自己紹
介をして、参観日が始まりました！ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

印刷物ができるまで 
印刷するために必要な工程の簡単な説明の後、実
際にそのためのデータをつくるところやできあ
がった印刷物を見せてもらいました。本だけでな
く、うちわやカレンダーもつくれるんですよ、と
いうお話に、子どもたちは感心した様子でした。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

印刷の機械は大きいね 
データができあがると、次はいよいよ印刷の
工程です。カラーや1色刷りの機械、丁合機、
断裁機などを見学しました。断裁の実演では
大きな音にびっくりしたり、これすごいね！
という言葉に皆で頷いたりする一幕も。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世界に１つだけの名刺! 
社内見学の後は、子どもたちのオリジナル名刺を
つくる時間です。従業員さんの力を借りながらイ
ラストや自己紹介の内容、印刷する紙も自分で選
びます。完成した世界に1つだけの名刺は、誰に
渡すのかな？ 

保護者から 
・4月から中学3年生になり、漠然と将来の自分 
 の職業を考えているみたいで、こんな仕事も 
 あるんだと参考になれば良いですね。 
・普段は目にすることのない機械や印刷の工程 
 を見学し、緊張していたように見えました。 
 名刺をつくるのも初めてなので喜んでおり、 
 良い経験ができたと思います。 
・今までは子どもに対し仕事内容を伝えきれて 
 いませんでしたが、参観日を通じて親が普段 
 どんな仕事をしているか少し理解してもらえ 
 たように思います。 

職場から 
・自分たちの親が、社会に必要とされる仕事を 
 しているのだと、少しでも関心を持ってくれ 
 るならありがたいですね。 
・業界の家族ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝなどには小さいころから 
 参加している子どもたちもおり、大きく育っ 
 たみんなの成長を見ることができ、従業員も 
 参加して意味のある参観日になりました。 
・子どもたちのたくましい顔をみて、改めて経 
 営者としての責任を大きく感じたひとときと 
 なりました。 


